
 

令和６年１０月３０日 

 

令和５年度 大阪桐蔭中学校・高等学校 学校評価 
 

 

１．めざす学校像 

 

・建学の精神「偉大なる平凡人たれ」と、桐蔭の教育方針「鼎立なりて碩量を育む」のもと、徳知体教育の充実を図ります。 

・生徒一人一人が希望する進路、目標、自己実現を達成できる学校となります。 

・高校 3 ヵ年それぞれのコースに応じた教育カリキュラム、また、設置するⅠ類・Ⅱ類・Ⅲ類のコース教育の特性を一層伸長させます。 

・大阪桐蔭として日本を代表する中等教育機関としての地位を確立します。 

 

 

 

２．中期的目標 

 

１．建学の精神・教育方針に基づく教育の実践 

(1) Ⅰ類・Ⅱ類の難関国公立大学進学実績をさらに伸ばすために、常にカリキュラム、授業内容を見直し、教学面の充実を図る。「学習指導要

領」の改訂に伴って再編したカリキュラムを検証する。 

(2) 配慮を要する生徒への支援体制の強化に取り組む。 

(3) 教員の指導力の向上に取り組む。 

(4) Ⅲ類クラブの全国レベルでの活躍をバックアップする体制を整える。また、その活躍を継続させるためにも、指導者の後継者育成を進める。 

(5) 生徒のマナーの向上と挨拶の励行を促す。 

(6) 学校行事の実施時期、内容の検証をし、充実を図る。 

２．大阪産業大学および附属高校との連携 

(1) 大阪産業大学とのスポーツクラブの交流を図る。 

(2) 「特別推薦入試制度」を充実させ、大阪産業大学との進学に関わる連携を強化する。 

(3) 大阪産業大学の入学試験の検証に関わる。 

(4) 定期戦の実施も視野に入れ、附属高校とのスポーツクラブの交流を図る。 

３．地域との連携 

(1) 地元（大東市・四条畷市）から応援される学校を目指し、地元地域のイベントへの生徒の積極的な参加を促す。 

(2) 組織のレベルで地元地域との連携を図り、地元地域に貢献する一方で、地元地域からの積極的な教育支援を受けることのできる開かれた学校を目指す。 

(3) 災害等の非常時に地域への支援・協力を実行できる体制を構築する。 

４．キャンパス整備 

(1) 東館の撤退と本館集約に向けて「キャンパス整備計画」を策定する。 

(2) スポーツクラブの練習場を整備し、校外グラウンドを確保する。 

(3) 校内グラウンドの拡張、寮の新設について検討を進める。 

(4) 老朽化に伴う建物の傷みの点検と修繕を行う。 

(5) ICT教育を進めるための環境を整備する。 

(6) 法人のサポートのもと、全教員への PCの貸与を検討する。 

(7) 電気機械・器具の最新化により、エコスクール化を進める。 

５．卒業生および保護者との連携の強化 

 (1) 桐友会、桐友会ＯＢ会、同窓会の３つの外郭団体との連携を強める。また、学校が団体間の連携を強めるための役割を果たす。 

 (2) 各会からの支援について、より有効なものにする。 

 (3) 必要に応じて、各会の規約を見直す。 

 (4) 保護者とのコミュニケーションのツールとして、HP やミマモルメを活用する。 

６．大阪桐蔭ブランド力の強化 

 (1) 学則定員、募集定員について、常に見直しを図る。 

 (2) より効果的な広報活動の方法を探る。 

 (3) 広報・渉外部の充実を図る。 

(4) Ⅰ類・Ⅱ類の進学実績（特に国公立難関大学・国公立医学系大学への合格）を向上させ、在籍生徒・保護者の満足度を高めるとともに、受験

生へのアピールを強める。 

 (5) 優秀な教員の確保に努める。 

 (6) Ⅲ類クラブの全国レベルでの活躍をバックアップし、全国優勝を目指す。 

   そのことで、在籍生徒・保護者の満足度を高めるとともに、知名度を高める。 

７．コンプライアンスへの取り組み 

 (1) 各種規定を整備・周知し、コンプライアンスの徹底を図る。 

 (2) 「学校法人大阪産業大学情報管理基本規定」に基づき、法人のサポートのもと情報管理体制を構築する。 

 (3) 人権教育、ハラスメント教育、体罰、いじめ等に関する研修を実施する。 

 

 

 

 

 



 

３．学校関係者評価委員会からの意見 

評価アンケートの結果と分析（令和 5 年 3 月実施 主な項目を抜粋） 学校関係者評価委員会からの意見 

 

■ 授業に関して 

〇 授業の進度について 

R5 適正である（中 80％ 高 82％）、遅くしてほしい（中 14％ 高 10％） 

R4 適正である（中 81％ 高 80％）、遅くしてほしい（中 14％ 高 11％） 

R3 適正である（中 78％ 高 80％）、遅くしてほしい（中 16％ 高 10％） 

R2 適正である（中 76％ 高 76％）、遅くしてほしい（中 16％ 高 13％） 

R1 適正である（中 73％ 高 72％）、遅くしてほしい（中 17％ 高 16％） 

〇 授業の内容について 

R5 非常にわかりやすい・わかりやすい（中 90％ 高 88％） 

R4 非常にわかりやすい・わかりやすい（中 90％ 高 87％） 

R3 非常にわかりやすい・わかりやすい（中 90％ 高 88％） 

R2 非常にわかりやすい・わかりやすい（中 90％ 高 85％） 

R1 非常にわかりやすい・わかりやすい（中 86％ 高 81％） 

〇 授業に対して満足しているか 

R5 非常に満足・満足（中 92％ 高 90％） 

R4 非常に満足・満足（中 92％ 高 88％） 

R3 非常に満足・満足（中 91％ 高 90％） 

R2 非常に満足・満足（中 90％ 高 87％） 

R1 非常に満足・満足（中 87％ 高 85％） 

〇 宿題の量について 

R5 適正である（中 75％ 高 80％）、多すぎる（中 13％ 高 10％） 

R4 適正である（中 75％ 高 76％）、多すぎる（中 12％ 高 12％） 

R3 適正である（中 72％ 高 76％）、多すぎる（中 15％ 高 9％） 

R2 適正である（中 68％ 高 74％）、多すぎる（中 15％ 高 10％） 

R1 適正である（中 64％ 高 69％）、多すぎる（中 17％ 高 13％） 

 

【授業に関する評価はいずれの項目もポイントが上昇もしくは昨年と同程度となって

いる。90％近くの生徒は授業内容が分かり易く、非常に満足または満足と答えており、

質の高い教育ができているものと評価できる。また、授業の進度、宿題の量について

も適正であるとの評価が年々高くなっており、授業での工夫が見て取れる。その一方

で、授業が早すぎる、宿題の量が多すぎると感じている生徒も一定数いることにも十

分留意すべきであり、個別指導などの対応も引き続き必要である。】 

 

 

■ 教員に関して 

〇 教員は熱心に授業を行っているか 

R5 肯定的評価（中 95％ 高 95％） 

R4 肯定的評価（中 96％ 高 95％） 

R3 肯定的評価（中 95％ 高 96％） 

R2 肯定的評価（中 95％ 高 94％） 

R1 肯定的評価（中 93％ 高 93％） 

〇 教員は、質問をしやすいですか（聞いてくれる） 

R5 肯定的評価（中 90％ 高 86％） 

R4 肯定的評価（中 94％ 高 95％） 

R3 肯定的評価（中 95％ 高 94％） 

R2 肯定的評価（中 95％ 高 91％） 

R1 肯定的評価（中 91％ 高 89％） 

〇 教員は、あなたの悩みを聞いてくれますか 

R5 肯定的評価（中 86％ 高 84％） 

R4 肯定的評価（中 90％ 高 90％） 

R3 肯定的評価（中 89％ 高 88％） 

R2 肯定的評価（中 87％ 高 86％） 

R1 肯定的評価（中 84％ 高 84％） 

〇 教員は、あなたに問題が起こったときにしっかり対応してくれますか  

R5 肯定的評価（中 97％ 高 87％） 

 

■授業に関して 

 

・授業の進展については、数年前から徐々に「遅くしてほしい」と

いう意見を減らしていますが、具体的数値を目標にしていけばよ

いと思います。例えば中学生は 10％を目標に。高校生は 8％を目

標にしては如何か。 

・具体的数値を目標にすることでどうするべきか個々の先生方に

授業の仕方、方針を明確にしてもらう。 

・授業の進度について、遅くしてほしいとの意見があるようです

が、毎年徐々に減少していることから、学校が継続して取り組んで

いただいている結果であると思います。遅くしてほしいと考えて

いる生徒については個別にフォローいただければ良いのではない

かと考えます。 

・授業の内容と満足については、ほぼ比例していると思うので、各

先生方が創意工夫して授業に臨んでいると思われます。 

・授業内容について、中高ともに約９割の生徒が満足しているこ

とから、先生方が努力してくださっていることが反映されたもの

であり、授業内容の充実が生徒の満足感につながっており、保護者

として嬉しく思います。 

 

・宿題の量については、年々適正であるという傾向にあるので先

生の宿題を出す量もさることながら学力によるクラス分けなども

含めて良い方向に向かっているものだと考えられます 

・宿題の量について、一定数の生徒は多すぎると考えているよう

ですが、保護者としては宿題をこなすことによって学習の定着を

はかる機会となっていると考えますので、生徒の様子などを見な

がら柔軟に対応いただければと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

■ 教員に関して 

・「質問のしやすさ」、「悩みを聞いてくれる」のポイントが落ちて

いるので、今年、大きな教師の配置転換などあったのか、また、生

徒と向き合う時間を割くようないわゆる雑用が増えたのかなど、

検証が必要である。 

・全般的に、肯定的評価が高く、先生方が普段から熱心に生徒と向

き合っていただいている結果だと思います。 

・質問のしやすさやについて、Ｒ１から上昇していましたがＲ５

が前年度のＲ４に比べ大幅に減少していることが気になります。 

・生徒との対話、時には友達感覚でのフレンドリーな対応を望ま

れる。 

 

・悩みを聞いてくれるかとの設問について、他の設問に比べポイ

ントが低めである状況がＲ１からほぼ横ばいとなっています。毎

年どのような計画をされ、結果に対して改善されているのか気に

なります。 

 

 

 

・問題が起こった時にしっかり対応してくれますかの問いに、 

Ｒ１～Ｒ４のポイントは中高ともに９割以上の肯定的評価でした



R4 肯定的評価（中 95％ 高 95％） 

R3 肯定的評価（中 96％ 高 96％） 

R2 肯定的評価（中 96％ 高 95％） 

R1 肯定的評価（中 94％ 高 93％） 

 

【授業に関する評価と同様に教員に対する評価も高くはなっているが、昨年度と比較

して質問のしやすさ、生徒の悩み・問題への対応の評価ポイントが低下しており、あ

らためて教員の生徒に寄り添う姿勢が求められる。】 

 

 

■ 学習への取り組みに関して 

〇 あなたは、授業をしっかり聞いていますか 

R5 肯定的評価（中 93％ 高 94％）、否定的評価（中 7％ 高 6％） 

R4 肯定的評価（中 92％ 高 93％）、否定的評価（中 8％ 高 7％） 

R3 肯定的評価（中 93％ 高 94％）、否定的評価（中 7％ 高 6％） 

R2 肯定的評価（中 93％ 高 93％）、否定的評価（中 7％ 高 7％） 

R1 肯定的評価（中 91％ 高 91％）、否定的評価（中 9％ 高 9％） 

〇 あなたは、授業の予習・復習をきちんとしていますか 

R5 肯定的評価（中 50％ 高 55％）、否定的評価（中 50％ 高 45％） 

R4 肯定的評価（中 48％ 高 58％）、否定的評価（中 52％ 高 42％） 

R3 肯定的評価（中 48％ 高 58％）、否定的評価（中 52％ 高 42％） 

R2 肯定的評価（中 48％ 高 46％）、否定的評価（中 52％ 高 54％） 

R1 肯定的評価（中 47％ 高 38％）、否定的評価（中 53％ 高 62％） 

〇 あなたは、宿題や課題にきちんと取り組んでいますか 

R5 肯定的評価（中 79％ 高 87％）、否定的評価（中 21％ 高 13％） 

R4 肯定的評価（中 82％ 高 86％）、否定的評価（中 18％ 高 14％） 

R3 肯定的評価（中 84％ 高 86％）、否定的評価（中 16％ 高 14％） 

R2 肯定的評価（中 81％ 高 84％）、否定的評価（中 19％ 高 16％） 

R1 肯定的評価（中 77％ 高 79％）、否定的評価（中 23％ 高 21％） 

〇 あなたは、早朝テスト・終礼テストに真剣に取り組んでいますか 

R5 肯定的評価（中 91％ 高 85％） 

R4 肯定的評価（中 90％ 高 87％） 

R3 肯定的評価（中 86％ 高 88％） 

R2 肯定的評価（中 86％ 高 82％） 

R1 肯定的評価（中 87％ 高 87％） 

〇 あなたは、模試を真剣に受験していますか 

R5 肯定的評価（中 91％ 高 91％） 

R4 肯定的評価（中 91％ 高 92％） 

R3 肯定的評価（中 90％ 高 91％） 

R2 肯定的評価（中 90％ 高 87％） 

R1 肯定的評価（中 91％ 高 89％） 

 

【授業、早朝・終礼テスト、模試への取り組みは非常にポイントが高く、勉学意欲の

高さがよくわかる結果となっている。模試については、引き続き受験させる試験のレ

ベルが適切かどうかを十分検討の上、模試を通じて実力をつけさせていくことが重要

である。 

宿題・課題への取り組みは中高とも年々ポイントが上昇していたが、令和４年度に

続き中学校で若干下がったので、原因の究明と早めの対策が必要である。一方、予習・

復習への取り組みは高校においてポイントが低下し、中学は肯定的評価がまだ 50％で

あり改善の余地が大きい。課題などが多く十分時間がとれない可能性があるが、習慣

づけのための働きかけが今後も必要である。】 

 

 

■ 学校行事に関して 

〇 あなたは、学校行事に真剣に取り組みましたか 

R5 肯定的評価（中 95％ 高 95％） 

R4 肯定的評価（中 93％ 高 90％） 

R3 肯定的評価（中 92％ 高 88％） 

が、Ｒ５の高校の評価が下がっている原因が気になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 学習への取り組みに関して 

・予習復習の件、予習復習の大切さを知っていながら、否定的意見

なのか、全否定しているのか深掘りすれば改善の余地がありそう

である。 

・学習への取り組みについて、多くの生徒が授業をしっかり聞い

ている、早朝テスト・終礼テスト、模試に真剣に取り組んでいると

回答していることは、生徒それぞれが自立して勉学に励んでいる

姿勢をあらわしている結果であり、大阪桐蔭の生徒の意識の高さ

感じました。それを導いて下さっている先生方に感謝します。 

・授業の予習・復習について、他の設問に比べポイントが半数前後

である状況が５年間続いていることが気になります。これは、予

習・復習に時間を割かなくても授業内容を十分に把握できるとの

ことでしょうか。 

 

・宿題や課題にきちんと取り組まない理由が気になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 学校行事に関して 

・今年は大幅に肯定的意見が多くなってきている。 

・文化祭の屋台などでで、勉学以外のお金に関すること経済に関

すること「経営」「投資」「利益の出し方」を積極的に教えていただ



R2 肯定的評価（中 89％ 高 89％） 

R1 肯定的評価（中 91％ 高 92％） 

〇 あなたは、学校行事には満足していますか 

R5 肯定的評価（中 88％ 高 74％） 

R4 肯定的評価（中 75％ 高 56％） 

R3 肯定的評価（中 62％ 高 42％） 

R2 肯定的評価（中 70％ 高 62％） 

R1 肯定的評価（中 83％ 高 79％） 

 

【令和 5 年度は概ねすべての行事を予定どおり実施することができ、満足度が上がっ

た。また、学校行事に真剣に取り組む生徒の割合も増え、何に対しても一生懸命頑張

るのが本校生徒の特徴であり、充実した学校生活が送れるように、できる限り行事を

実施するよう努めるとともに、より充実した内容に見直していくことが重要である。】 

 

 

■ 学校生活に関して 

〇 あなたは、学校生活を楽しく感じますか 

R5 肯定的評価（中 88％ 高 83％） 

R4 肯定的評価（中 87％ 高 81％） 

R3 肯定的評価（中 86％ 高 78％） 

R2 肯定的評価（中 87％ 高 80％） 

R1 肯定的評価（中 85％ 高 82％） 

 

【コロナ禍が解消され、令和 5 年度は満足度が高くなった。高校は大学受験を控えて

緊張感の高まる時期であり、中学校に比べ評価が低くなるのは致しかたない面がある

が、受験勉強のストレスなどを十分考慮した上での対応やケアが必要である。】 

 

 

■  その他 

〇 あなたは、校則をしっかり守っていますか 

R5 肯定的評価（中 95％ 高 97％） 

R4 肯定的評価（中 96％ 高 97％） 

R3 肯定的評価（中 95％ 高 97％） 

R2 肯定的評価（中 97％ 高 97％） 

      R1 肯定的評価（中 94％ 高 94％） 

〇 あなたは、挨拶をしっかりしていますか 

R5 毎回挨拶をする（中 51％ 高 59％） 

たまにする（中 44％ 高 38％）、ほとんど・全くしない（中 4％ 高 3％） 

R4 毎回挨拶をする（中 52％ 高 55％） 

たまにする（中 43％ 高 42％）、ほとんど・全くしない（中 5％ 高 3％） 

R3 毎回挨拶をする（中 50％ 高 55％） 

たまにする（中 44％ 高 41％）、ほとんど・全くしない（中 6％ 高 4％） 

R2 毎回挨拶をする（中 50％ 高 60％） 

たまにする（中 44％ 高 37％）、ほとんど・全くしない（中 6％ 高 3％） 

      R1 毎回挨拶をする（中 47％ 高 55％） 

たまにする（中 48％ 高 39％）、ほとんど・全くしない（中 5％ 高 6％） 

 

【校則に関してはよく順守されており、学校の規律がよく保たれていると評価できる。

挨拶に関しては中学校において毎回挨拶をする生徒の割合が増えてきており、生徒に

よる挨拶運動や指導の成果が出て来ているようである。しかし、高校においては毎回

挨拶する生徒が減少しており、あわせて毎回挨拶する生徒が半数程度に留まっており、

引き続きホームルームや集会等において根気強く指導を行っていかなければならな

い。また教職員から生徒に率先して声をかけ、挨拶を習慣づけることも必要である。】 

 

ければ、身のある課外授業になるかと思う。また、行事への達成感

が得られるような工夫をお願いいたします。 

・コロナ禍があけ学校行事が元に戻り、勉強だけではない集団生

活から学ぶこと、かけがえのない想い出作りができることはよか

ったです。また、生徒の満足度が増えたことは、先生方が環境づく

りを懸命にしていただいている結果だと思います。あらためて感

謝申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 学校生活に関して 

・来年はもっと充実した学校生活が送れると思います。 

学校生活、行事は社会に出てからの人脈構成やまとめ方に役立つ

ので気分転換も含めて、学校名物ができるような行事、生活をして

ほしい。 

・年々、学校生活を楽しく感じている生徒が増えているようです。

勉強だけでなく、友人達と行事やクラブ活動でも充実した生活を

送っていることがわかり安心しました。 

 

 

 

 

 

■ その他 

・校則を守っているという評価がとても高いことは、日ごろから

の先生方のご指導の賜物です。 

・挨拶の頻度はやはり落ちていると思います。学校に訪問した際

に今年は顕著に感じた。「この人誰？」のまえに挨拶する習慣をつ

けましょう。社会に出ても役に立ちます。 

・毎回挨拶をすると回答した生徒は半数程度ですが、学校を訪問

した際には、出会う生徒のほぼ全員が挨拶してくれています。引き

続き挨拶を習慣づけてほしいと思います。 

ご指導いただく際に、挨拶を形式的にただすればよいということ

ではなく、挨拶のもつ意味などについても伝えていただければと

思います。 

 

 

 

 

 

 

■ 総括 

・全体的に前年度より高評価を得られています。先生方のご指導

と努力があったと思います。 

・全体的に前年度より高評価を得られています。これも先生方の

日頃の熱心なご指導と様々な工夫をしていただいている結果だと

思います。生徒たちが学び成長する素晴らしい環境をつくってく

ださっていることに深く感謝申し上げます。 

 

本年度の取組内容及び自己評価に関する意見 

・公立の小学校、中学校から人気の出る学校になってほしい。大学付属の高校がやはり根強く人気がある。現在の大学入試方法も色々あるので、それに特化する。

また、大学入試も色々あることを中学生に知ってもらい、人気のある高校になっていただきたいです。不人気の地区もあるようで、どこの校区でも人気のある高

校になってほしいです。 



 

４．本年度の取組内容及び自己評価 

中
期
的
目
標 

今年度の重点目標 具体的な取組計画・内容 評価指標 

自己評価 

 

※【  】内は達成状況及び今後の課題 

１

建

学

の

精

神 

・

教

育

方

針

に

基

づ

く

教

育

の

実

践 

 

 

⑴ Ⅰ類・Ⅱ類の難関

国公立大学進学実績

をさらに伸ばすため

に、常にカリキュラム、

授業内容を見直し、教

学面の充実を図る。

「学習指導要領」の改

訂に伴って再編したカ

リキュラムを検証する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 「学習指導要領」の改訂に伴って再編

をした高校のカリキュラムについて、教員

の認識を深め、効率的な授業を展開する。 

 

 

 

 

 

② 一貫生については、中高一貫教育の特

性を活かし６年をかけて学力の伸長を目指

す。高入生については、「エクシードクラ

ス」を牽引役として学力の伸長を目指す。

また、「エクシードクラス」の初めての進

学実績を充実させる。 

 

 

 

 

 

 

 

③中学を含めた全学年対象の学習合宿・高

校3年生対象の受験対策合宿など学習に関

する行事について、より効果的な実施時

期・内容を検討する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 各種模擬テスト・各種検定・志望校調

査を効果的に実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 中学１年生対象の「ネイティブ講師に

よる英会話」の授業、中学２年生～高校２

年生対象の「オンライン英会話」の授業を

さらに充実させ、英語４技能の向上に努め

る。 

 

 

 

 

⑥ ICT機器の活用による情報活用能力を育

 

新学習指導要領への対応状況 

 

 

 

 

 

 

 

学習意欲・学力の伸張度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習合宿等の実施状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

模擬試験の生徒へのフィードバック状

況 

 

 

 

 

 

 

 

 

英語 4技能の成績向上 

 

 

 

 

 

 

 

 

ICT機器の活用状況 

 

① 教務部・教科・学年で会議を開き、

再編をしたカリキュラムの徹底と、新カ

リキュラムに沿った効率的な授業につい

て検討し、実践した。 

【新学習指導要領の観点別評価に関し

て、教科担当者の理解を深め更なる効率

的な授業の促進が必要である。】 

 

② エクシードクラスができて 3年目と

なり、高入生の中にも高い目標を持った

生徒が増えました。今年は高校 2年エク

シードクラス独自の学習合宿を行うな

ど、教員の指導意欲も高まるとともに、

他のクラスへの波及効果もありました。

また、エクシードクラス初の卒業生 33

名のうち、19名の生徒が難関国公立大

学に合格した。 

【更なる進学実績の向上を目指し、高い

目標を持った生徒が増えることによる他

のクラスへの波及効果が期待する。】 

 

③各学校行事を予定どおりに実施でき

た。令和 4年度は中学 3年生が新型コロ

ナの影響で海外語学研修を実施できなか

ったため、その代替として 12月に高校

1年一貫生がオーストラリアで海外語学

研修を実施した。また、次年度の研修に

ついて研修地の変更なども含め業者選定

を行った。 

【各行事をコロナ前とほぼ同じ形態で実

施できたが、より充実した内容を目指す

ことが必要である。】 

 

④各種模擬テスト・各種検定・志望校調

査を効果的に実施しました。模試の結果

を学年・教科ごとに分析し、課題点を見

つけ、次の模試に向けて対策を考えるな

ど、生徒へフィードバックを行った。 

【学年・教科担当と進路指導部との連携

を図り効果的な実施ができた。今後も模

試の結果を生徒へフィードバックするこ

とが重要である。】 

 

⑤ ネイティブ講師による英会話授業、1

対1のオンライン英会話により、英語に

対する学習意欲が高まり英語4技能も向

上した。そのため、オンライン英会話の

１回あたりの時間を30分から40分に増や

し充実を図った。 

【4技能を通常の授業で更に充実を図り

成績向上に繋げることが課題である。】 

 

⑥ オンライン英会話、理科実験演習、



 

 

 

 

 

 

 

 

⑵ 配慮を要する生徒

への支援体制の強化

に取り組む。 

 

 

 

 

 

 

 

⑶ 教員の指導力の向

上に取り組む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑷ Ⅲ類クラブの全国レ

ベルでの活躍をバック

アップする体制を整え

る。また、その活躍を継

続させるためにも、指

導者の後継者育成を

進める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

成し、効率的な学習を実践する。（オンラ

イン授業への対応） 

 

 

 

 

 

 

不登校・いじめ・発達障害・家庭環境な

どの問題を抱えた生徒が、安心して登校し

授業が受けられるよう保健室・教育相談・

人権教育推進部・生徒指導部・学年・担

任・保護者が協力し支援できる体制の強化

に取り組む。 

 

 

 

 

① 教員向け外部研究会・研修会（教科指

導・進学指導・生徒指導・ICT教育など）

へ積極的に参加し、教員としての資質を高

める。 

 

 

 

② 授業力の向上に向けて研究授業の機会

を増やす。 

 

 

 

 

 

 

 

③ 授業アンケート・自己評価アンケート

の有効活用を図る。 

④ 「学校関係者評価委員会」を開催し、

客観的な評価を受ける。 

 

 

 

 

① Ⅲ類クラブの全国大会出場、全国優勝

など、高いレベルを目指すために練習環境

を整備する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

② Ⅲ類クラブの指導者の後継者育成を進

める。内部での育成を進めながら、必要で

あれば外部からの招聘も検討する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生徒が抱える問題への早期対応 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研修への参加状況 

 

 

 

 

 

 

研究授業の実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業評価アンケートの実施 

学校関係者評価委員会の開催 

 

 

 

 

 

 

練習設備の整備進捗状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

クラブ指導者の要員充足状況 

 

 

 

 

社会の授業を中心にタブレットを積極的

に活用している。ICTによる教育実践例

を蓄積していき、効果を検証しながらよ

り一層の活用を推進している。 

【ICT による教育実践例を蓄積し、効果

を検証しながら更なる ICT 機器の活用を

推進することが重要である。】 

 

生徒が抱える様々な問題について担任

等の個人が対応するのではなく、学年・

分掌で情報を共有するとともに、教育相

談（カウンセリング）の利用を勧めた

り、「いじめ対策委員会」を開催するな

ど組織的に対応するようにした。 

【個々の教員が問題を抱え込むこと無

く、教員同士が相談しやすい組織で解決

する更なる環境づくり目指す。】 

 

①人権研修、入試研究会へ参加したり、

研修会・講演会を学内で開催したりする

など、教員としての資質の向上を図っ

た。 

【学内で実施する研修を充実するととも

に参加率を上げることも必要である。】 

 

②各教員が自発的に授業見学をし、授業

力向上に努めました。また、入試説明会

の際などに保護者に授業を公開し、授業

力の向上に役立てた。 

【各教員による指導力向上に向けた積極的

な取組が多くみられた。新任教員に対して

は研究授業を実施し、授業力の向上を図る

ことも必要である。】 

 

③ ④ 3 月に実施した授業アンケート・

自己評価アンケートについて、学校関係

評価委員会（桐友会、同窓会、評議員）

から評価に関する意見をいただいた。 

【「学校関係者評価委員会」は、感染症

対策で開催を見送っているが、今後は開

催を再開することも検討する。】 

 

① クラブ関係者にヒアリングを行い、

コンサルタントと相談ながら財務部と連

携し、生駒グランドの整備を進めていま

す。なお、生駒第 8グランドについては

令和 6年度中に人工芝敷設工事を行うこ

ととなった。 

【一部の生駒グランドの整備が進み出し

たことの意義は大きい。今後はクラブの

要望を聞きながら、寮を含む施設の改善

を図る。】 

 

② 将来の指導体制を見据え、若手指導

者の採用および配置変えを進めた。ま

た、本校卒業生のみならず外部からも招

聘をするなどして、クラブ強化に努めて

いる。 



 

 

 

 

 

⑸ 生徒のマナーの向

上と挨拶の励行を促

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑹ 学校行事の実施時

期、内容の検証をし、

充実を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

①朝礼（全校、本館・東館、学年）・登下

校指導を実施し、マナーの向上や挨拶の励

行を促す。朝礼やHRでは、外部の方の本校

生徒に対する評価（アンケートやメールや

電話による具体的なもの）を伝え、訴え

る。また、生徒会・運動部を牽引役として

挨拶の励行を促すとともに、教員からも積

極的に声掛けをする。中学生による挨拶運

動を学校全体に広げていきたい。 

 

 

 

 

 

② 外部講師を招いて実施しているSNSや薬

物に関する講演を充実させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 新入生オリエンテーションを実施し、

校則の遵守を徹底するとともにマナーの向

上や挨拶の励行を促す。 

 特にSNSについては、具体例を挙げなが

ら注意を促す。 

 

 

 

 

 

 

 

学校行事は、情操教育を進め帰属意識を

高めることにおいても非常に効果的であ

る。すべての学校行事について実施時期・

内容を検証し、充実を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生徒の挨拶状況 

生徒のマナー向上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講演会の実施状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

校則の遵守状況 

生徒のマナー向上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生徒の満足度向上 

 

学校行事の実施状況 

 

 

 

【クラブ指導者の後継者育成のために若

手指導者の採用は不可欠であり、今後も

長期的視点に立って採用を検討する。】 

 

 

①中学では当番を決め、登校時に生徒が

入口付近に立って挨拶をする取り組みを

行った。また、ホームルームや集会にお

いては引き続き、マナーの向上や挨拶の

励行を呼び掛け、本校生徒に対する好意

的な意見をいただいた場合は、集会など

で生徒に伝えた。また通学マナー向上の

ため、生徒指導部が通学路に立ってマナ

ー指導を行った。 

【挨拶運動の取り組みは大変有意義であ

り、引き続き教員からの声掛けも行いな

がら、挨拶の励行を進めるとともに、生

徒のマナー向上を目指す。】 

 

②中学、高校新入生を対象に、「中高生

が理解しておくべきスマホやネットに潜

む危険について」の動画による SNS 講演

会を実施するともに、自転車安全運転講

習を実施し、自転車による事故防止を目

指した。また、中学生対象に四条畷警察

に来ていただき、防犯に関する講義を実

施した。 

【毎年新入生に対して講演会を実施する

とともに、日頃より指導を行うことで生

徒の意識向上を図る。】 

 

③入学式翌日に新入生オリエンテーショ

ンを実施した。校長・生徒指導部・教務

部・学年から懲戒内規・教務内規につい

て話をし、校則・マナーの遵守について

も話をした。SNS については新入生対象

に講演会を実施し、注意を促した。 

【新入生オリエンテーションはコースご

とに実施でき、校長・生徒指導部・教務

部・学年より懲戒内規・教務内規につい

て説明を行い、校則・マナーの遵守につ

いても話ができた。】 

 

学習合宿や修学旅行等の各学校行事を

予定どおりに実施できた。また、高校 2

年エクシードクラスが独自に学習合宿を

行った。なお、昨年度中学 3年生が海外

語学研修を実施できなかったため、代替

措置として 12月に高校 1年一貫生を対

象にオーストラリアで海外語学研修を実

施した。また、次年度の研修について研

修地の変更なども含め業者選定を行っ

た。 

【今後も各行事を検証し、必要に応じて

内容を変えることを検討する。】 

【行事を予定どおり実施できたことは、

学校生活を充実したものにする上で非常

に意義が大きく、今後も安全に十分注意



 

 

を払いながら、全行事を充実した内容で

実施する。】 
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大

阪

産
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(1) 大阪産業大学との

スポーツクラブの交流

を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 「特別推薦入試制

度」を充実させ、大阪

産業大学との進学に関

わる連携を強化する。 

 

 

 

 

 

(3) 大阪産業大学の入

学試験の検証に関わ

る。 

 

 

 

 

 

(4) 定期戦の実施も視

野に入れ、附属高校と

のスポーツクラブの交

流を図る。 

  

 

 

 

（1）大阪産業大学とのスポーツクラブの

合同練習や施設の共同利用を通じて情報交

換・指導力の向上・技術力の向上を目指

す。また、クラブ交流を通じてⅢ類生の大

阪産業大学への進学に繋げる。 

 

 

 

 

 

 

 

（2）大学入試センターとの協議を重ね、

両者間の「取り決め事項」を必要に応じて

改定し、特別推薦入試制度」の充実を図

り、進学者の確保に努める。 

 

 

 

 

 

（3）高大連携事業の一環として、大阪産

業大学入試問題の解答・コメントを行う。

大学入試センターと協議をし、より確実な

ものにする。 

 

 

 

 

（4）附属高校とスポーツクラブとの合同

練習や施設の共同利用を通じて、情報交

換・指導力の向上・技術力の向上を目指

す。 

 

 

 

 

クラブ間の合同練習等の実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特別推薦入試制度による進学実績 

 

 

 

 

 

 

 

 

入学試験の検証の実施 

 

 

 

 

 

 

 

クラブ間の合同練習等の実施 

 

 

（1）男女バスケットボール部および男子

サッカー部が、大阪産業大学のクラブと

の間で練習見学、練習試合、情報交換な

どを行い、指導力や技術力の向上に繋が

った。また、当該クラブの生徒が大阪産

業大学へ進学した。 

【クラブ間の連携が強まりスポーツ推薦

で大阪産業大学へ進学実績があり、大学

のクラブ強化に貢献できている。今後は

一部のクラブに留まらず交流を拡げた

い。】 

 

（2）大学の入試センターと連携を取りな

がら「特別推薦入試制度」の活用につい

て検討を行い、Ⅲ類生の進学に結びつけ

ることができた。 

【Ⅲ類生が特別推薦入試制度により大阪

産業大学へ進学する実績があり、今後も

この制度を活用して大学との連携を深め

たい。】 

 

（3）大学の「公募推薦入試」「一般入試」

において入試問題の解答作成を本校教員

が行い、入試問題の点検に協力してきた

が、今年度より大学の点検制度が変更に

なり実施しないことになった。 

【あらためて大学側から協力の要請があ

った場合は、できる限り協力したい。】 

 

（4）附属高校との間で、バスケットボー

ル部、硬式野球部などクラブ交流の機会

を持つことができた。 

【一部のクラブではあるが練習試合も行

うことができた。今後は定期戦の開催な

ども検討したい。】 

 

３ 

地

域

と

の

連

携 

 

(1) 地元（大東市・四条

畷市）から応援される学

校を目指し、地元地域

のイベントへの生徒の

積極的な参加を促す。 

 

 

(2) 組織のレベルで地

元地域との連携を図

り、地元地域に貢献す

る一方で、地元地域か

らの積極的な教育支援

を受けることのできる開

かれた学校を目指す。 

 

 

 

 

（1）生徒会・クラブを中心として、地元地域のイ

ベントに積極的に参加し、つながりを強める。

（文化部の各種イベントへの参加、生徒会によ

る清掃活動、その他大東市役所や四条畷警

察からの協力依頼案件など） 

 

 

（2）大東市、四条畷警察署などとの連携を深

め、地元自治体の活動・取り組みなどに協力

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

地元地域のイベントへの参加 

 

 

 

 

 

 

地元自治体への協力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（1）理科研究部が地域の小学生を対象

に理科実験教室を開催した。また、地域

自治会が主催するイベントへの協賛をし

たり、入学試験などの多くの来校者があ

るときには四条畷警察署と連携して地域

の巡回を行った。 

 

(2) 大東市民会館で行われた高校生英語

弁論大会に本校生徒が参加した。吹奏楽

部が地元小中学校からの依頼により演奏

会を行った。 

【新型コロナの影響があって参加するイ

ベントが少なくなったが、生徒にとって

も貴重な経験を積むことができた。これ

からも地元からの要望には積極的に応え

ていくことが良好な関係を築いていきた

い。】 



 

(3) 災害等の非常時に

地域への支援・協力を

実行できる体制を構築

する。 

 

 

  

 

 （3）災害時避難所に指定されていることを踏

まえ、公立小中学校で避難者を収容しきれな

くなった場合を想定して、緊急時の受け入れ

体制について検討する。 

 

 

 

 

 

検討の有無と結果 

 

 

 

（3）年度中内に緊急時の受入れ体制の

検討はできず、次年度に継続して検討す

ることになった。 

【どのような場合に、どの程度の期間避

難者を受け入れるのかなど、基本的なこ

とを大東市などと調整し、今後の受け入

れ体制を検討する必要がある。】 

 

４ 

キ

ャ

ン

パ

ス

整

備 

 

(1) 東館の撤退と本館

集約に向けて「キャン

パス整備計画」を策定

する。 

 

 

 

 

 

(2) スポーツクラブの練

習場を整備し、校外グ

ラウンドを確保する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 校内グラウンドの拡

張、寮の新設について

検討を進める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4) 老朽化に伴う建物

の傷みの点検と修繕を

行う。 

 

 

 

 

 

 

(5) ICT教育を進める

ための環境を整備す

る。 

 

 

 

 

 

 

（1）本校では、本館と東館にキャンパスが分か

れていることにより、様々な点で教育活動に支

障をきたしている。将来的にはキャンパスを本

館に集約したいと考えるため、「キャンパス整

備計画」の策定を進める。 

 

 

 

 

（2）クラブの練習場を含めた施設・設備の改

修・増設を進める。ラグビー部が使用している

生駒第 8グラウンドについては、法人の後押

しにより整備が進んだため、これを機に更なる

整備を図る。野球部のグラウンドについては、

改修の認可申請をする一方で、代替地を探す

ことも継続する。また、古くなったクラブバス・ト

ラックを順次買い替える。 

 

 

 

（3）本館グランドを購入した隣接地まで拡張

し、中高クラブ活動などで使用できるようにす

る。また、寮の新設についても検討する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（4）校舎の外壁、屋上の防水、各教室のプロ

ジェクター、生駒研修センターなど、古くなった

施設・設備の点検を実施し、優先順位を決め

た上で修繕・改修・更新を行う。 

 

 

 

 

 

（5）ICT教育を推進するにあたり、ネットワーク

のセキュリティ強化のため、法人のサポートの

もと情報ネットワークを再構築する。各種サー

バ・セキュリティ機器等の更新を行う。また、

Microsoft365を中心とした教育インフラを整

備するため、必要なハード・ソフトの導入を検

討する。 

 

 

整備計画の策定状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

必要な改修工事の実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グランド活用方法及び寮新設の検討実

施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

修繕・改修工事の実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

情報ネットワーク機器の整備 

 

 

 

 

 

 

 

 

（1）本校隣接地の購入または購入予定

地への校舎、寮の建設を含めた活用方法

について検討したが、具体的なキャンパ

ス整備計画の策定には至らず、次年度に

継続して検討することとした。 

【学園全体の整備計画の中で検討しない

といけないため、法人と検討を重ねなが

ら整備を進めたい。】 

 

（2）ラグビー部グランド（生駒第8グラ

ンド）について財務部と調整を行い、土

砂流出の防止工事、夜間照明の増設、人

工芝の敷設工事の入札を実施し、令和6

年度に工事を実施することとなった。ま

た、野球部のグラウンドも拡張できない

か調査を行い、次年度に継続して検討す

ることとなった。 

【一部のグランドではあるが整備に着手

でき、今後の計画を検討したい。】 

 

（3）昨年度購入した本館グランドの隣

接地等について活用方法について検討し

たが、具体的な活用に至らず、次年度に

継続して検討することとなった。また、

寮の新設については、新たな土地購入に

至らず、次年度に継続して土地購入と寮

の新設を検討することとなった。 

【新たな校地取得とその活用について、

長期的視点に立って検討する必要があ

る。】 

 

（4）昨年実施した外壁調査結果に基づ

き東館の外壁補修工事を 1月に行った。

また、各教室のプロジェクター、オゾン

発生装置も老朽化していたので、桐友会

の支援のもと更新を行った。 

【予定どおり補修工事等ができた。今後

も予算取りをし、計画的に修繕・改修を

行う予定である。】 

 

（5）ICT 教育を推進するにあたり、教

育系と校務系のネットワークの分離、セ

キュリティの強化を目的に、法人管理課

のサポートのもと情報ネットワークの再

構築工事を行い、配線工事ののち、各種

サーバやセキュリティ機器等の更新を行

った。 

 



(6) 法人のサポートの

もと、全教員への PC

の貸与を検討する。 

 

 

 

 

 

 

 

(7) 電気機械・器具の

最新化により、エコスク

ール化を進める。 

 

 

 

 

 

 

（6）全教員への PC貸与を見据え、法人のサ

ポートのもと情報セキュリティの管理体制を整

える。 

 

 

 

 

 

 

 

（7）電気機械・器具の最新化により、エコスク

ール化を進める。 

① 東館（普通教室以外）の空調設備の更新

工事を行う。 

② 東館・本館の照明器具の LED化工事を

行う。 

③ ネットワーク機器の更新を行う。 

④ サーバ機器の更新を行う。 

 

 

 

 

 

 

セキュリティの管理体制の整備 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各機器の更新 

(6) 法人サポートのもとネットワーク再

構築工事を終え、令和 6年度には全教員

へのメールアドレス配布、インターネッ

ト接続を行う予定である。 

【令和 5年度は校内ネットワークの再構

築およびサーバ機器等の交換を行うこと

ができ、今後は教職員へのセキュリティ

意識の向上を図り、全教員へのＰＣ配備

に向けた予算化を行う。】 

 

（7） 

① 東館（普通教室以外）の空調設備の

更新工事について、令和6年度予算に計

上し、次年度に工事を実施予定である。 

② 夏休み期間を利用し、東館の残り箇

所、本館全館のLED化工事を行い、光熱

費の削減ができた。また、アリーナ及び

シンフォニックホールは次年度以降に工

事を行い、それにより全館LED化ができ

る見込みである。 

③ 校内ネットワーク再構築を行い、配

線工事、サーバ等の機器更新を行った。 

④ ネットワーク配線工事を行った。令

和6年度に継続してサーバ、ファイアウ

ォールの更新を行い、安全性の高いネッ

トワークが構築できる予定である。 

【令和５年度は全館ＬＥＤ化により光熱

費の削減が図れた。今後はネットワーク

機器の更新を検討し安定した情報教育が

実施できる環境を目指す。】 

 

 

５ 

卒

業

生

お

よ

び

保

護

者

と

の

連

携

の

強

化 

 

 

（1）桐友会、桐友会Ｏ

Ｂ会、同窓会の３つの

外郭団体との連携を強

める。また、学校が団体

間の連携を強めるため

の役割を果たす。 

 

 

（2）各会からの支援に

ついて、より有効なもの

にする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（3）必要に応じて、各

会の規約を見直す。 

 

 

 

 

 

（1）各会の役員会や総会に教員が出席

し、連携を強める。また、学校を仲立ちと

して、桐友会、桐友会ＯＢ会、同窓会の横

の連携を強める。 

 

 

 

 

（2）各会の役員と連携し、教育活動への

支援、教育環境の整備、クラブ活動への支

援を依頼する。また、Ⅲ類クラブの全国大

会出場時の支援、応援団派遣の支援につい

ても協力をお願いする。 

 

 

 

 

 

 

 

（3）各会の役員とともに、規約を見直

し、必要な箇所については改訂を行う。 

 

 

 

 

 

役員会や総会への教職員の出席 

役員との情報交換の実施 

 

 

 

 

 

 

支援の有効活用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

規約の見直し検討 

 

 

 

 

 

 

（1）桐友会、桐友会OB会、同窓会の3つ

の外郭団体との連携を強めるために、役

員会や総会などに管理職が毎回出席し、

情報共有・意見交換などを行った。 

【充実した意見交換ができ、本校の要望

を事業に取り入れていただくことができ

た。】 

 

（2）桐友会、同窓会、桐友会OB会より、

本館グランド人工芝張替え、オゾン発生

装置更新、トイレ臭気対策、プロジェク

ター更新、スクールバス買い替え、校用

車購入、教育用印刷機購入、教育環境整

備、クラブ全国大会出場に関わる支援な

どをいただいた。 

【学校予算ではすぐに対応できない事項

について支援をいただき、学校運営が円

滑にできた。今後も保護者目線での支援

をお願いしていきたい。】 

 

（3）管理職が役員会に出席し、規約の見

直しなどの検討を行った。 

【学校の規程とのバランスを考慮しなが

ら、規約などの見直しを検討することが

できた。】 

 



（4）保護者とのコミュニ

ケーションのツールとし

て、HPやミマモルメを

活用する。 

 

 

 

（4）ＨＰやミマモルメによる情報発信を

活用し、情報がリアルタイムで保護者に伝

わるようにする。 

 

 

 

 

情報発信状況 

 

 

 

 

 

 

（4）ＨＲ、ミマモルメによる情報発信の

ほか、Teamsを本格的に活用し、保護者と

の連絡ツールとして使った。 

【欠席連絡やクラスの連絡などにTeams

を利用するようになり、円滑に連絡がで

きるようになった。さらに積極的に利用

することにより、教員、保護者双方にと

って利便性を高めることができた。】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 

大

阪

桐

蔭

ブ

ラ

ン 

ド

力

の

強

化 

 

 

（1）学則定員、募集定

員について、常に見直

しを図る。 

 

 

 

 

（2）より効果的な広報

活動の方法を探る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（3）広報・渉外部の充

実を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

（4）Ⅰ類・Ⅱ類の進学

実績（特に国公立難関

大学・国公立医学系大

学への合格）を向上さ

せ、在籍生徒・保護者

の満足度を高めるととも

に、受験生へのアピー

ルを強める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（5）優秀な教員の確保

に努める。 

 

（1）教員数・教室の数を考慮しながら、

学則定員（中学校６００名 高等学校２１

６０名）を見直すとともに募集人数を確保

する。 

 

 

 

（2）校内外での説明会の生徒募集への効

果を検証し、形態や時期や回数を含め、効

率的な実施を検討する。また、Web サイ

ト・学校案内の内容を新しい業者の下一新

し、伝統を守りながらも新制服と絡めて新

しいイメージを発信していく。 

 

 

 

 

 

（3）教員と事務員が分担している広報・

渉外の仕事を整理し、広報・渉外活動を充

実するため、組織・体制のあり方を検討す

る。 

 

 

 

 

 

（4）Ⅰ類・Ⅱ類・Ⅲ類それぞれの特長を

明確にし、Ⅰ類・Ⅱ類は進学実績、Ⅲ類は

スポーツ・芸術実績を向上させる。 

その実績は本校の大きなアピールポイント

であり、受験生に強く訴える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（5）教員募集の方法・時期を効果的なも

のにし、優秀な教員を確保する。 

 

募集人数の見直しの実施 

 

 

 

 

 

 

説明会の実施および参加状況 

ホームページの見直し実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

広報体制の見直し実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

難関大学の合格者数 

各クラブの全国大会等への出場 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

要員の充足状況 

 

 

（1）高校において志願者が減少傾向に

あるため、今後の動向を見ながら令和 6

年度に向け入学定員について検討した。 

【少子化により入試環境が年々厳しくな

ることが予想されるため、組織改編を含

めた広報戦略の見直しが必要である。】 

 

（2）昨年度から時期・回数を変更した

上で、校内説明会、個別相談会、体験授

業を実施した。学外の説明会にも積極的

に参加し、本校の魅力をアピールするこ

とができた。また、今年度から学校案内

およびホームページを刷新し、情報発信

力を強めた。 

【学校案内、ホームページのリニューア

ルに実施し、Web サイトからの情報発信

力を強化することができた。】 

 

（3）少子化を迎え広報・渉外活動の重

要度が増してきているため、専属的に活

動ができるよう校務分掌において入試広

報・企画部を新設し、渉外活動の強化を

行った。また管理職および担当者による

中学校訪問を始めた。 

【入試広報に専念できるような組織改編

を検討したい。】 

 

（4）Ⅰ・Ⅱ類においては難関大学に多

数合格できるよう、高い目標を持たせて

進路指導をしており、国公立大学に213

名が合格し、京都大学及び大阪大学の現

役合格者数は大阪の私学の中でトップと

なった。Ⅲ類においては硬式野球部が選

抜大会ベスト8、ラグビー部が花園大会

で第3位という結果を出し、吹奏楽部が

全日本吹奏楽コンクールで金賞を受賞す

るなど各クラブが全国大会などに出場

し、実績を残すことができた。 

【エクシードクラス初めての卒業生を含

む生徒達の努力により、難関国立大学や

医学医学科に多数の生徒が合格した。Ⅲ

類各ラブも練習に励み、全国大会などに

おいて好成績を残すことができた。今後

も高い目標を持たせ、モーチベーション

を引き出すことが重要である。】 

 

（5）優秀な教員を確保するため早い時

期より教員募集を行い、継続的に採用試



 

 

 

 

 

 

 

（6）Ⅲ類クラブの全国

レベルでの活躍をバッ

クアップし、全国優勝を

目指す。そのことで、在

籍生徒・保護者の満足

度を高めるとともに、知

名度を高める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（6）法人や桐友会、桐友会 OB会、同窓会

の支援を得ながら、Ⅲ類クラブが活躍でき

るよう環境を整備し、その活躍によって本

校の知名度を高めていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

支援の有効活用 

 

 

 

 

 

 

 

 

験を実施し教員の確保に努めた。教科に

よっては要員を充足できていないので、

引き続き募集を行う。 

【今後は早期の募集と内定後の辞退も見

込んだ上で、内定者数を決定することを

検討する。 】 

 

（6）桐友会から各クラブに対して支援

をいただき、クラブの活動費として使用

してる。また、今年度から全国大会出場

時のクラブに対する費用支援もしていた

だけることになり、高校野球応援費用

（ポロシャツ、タオル、メガホンなど）

も支援をいただいた。 

【Ⅲ類の活動経費を部費だけで賄うのは

難しいため、桐友会からの支援はたいへ

ん有益である。今後のクラブ支援につい

ても検討していただきたい。 】 
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（1）各種規定を整備・

周知し、コンプライアン

スの徹底を図る。 

 

 

 

 

（2）「学校法人大阪産

業大学情報管理基本

規定」に基づき、法人

のサポートのもと情報

管理体制を構築する。 

 

 

 

 

 

 

 

（3）人権教育、ハラスメ

ント教育、体罰、いじめ

等に関する研修を実施

する。 

 

 

 

 

 

 

 

（1）諸制度の点検を常に行い、必要な場

合は関係者の意見を聞きながら関連規程の

改正を行う。規程を改正した場合は速やか

に教職員へ説明し理解してもらう。 

 

 

 

（2）管理課と検討を重ねながら、情報機

器を更新し、情報セキュリティの強化を図

るとともに、本校教職員による情報管理体

制を構築する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（3）人権教育推進部、生徒指導部の主導

で各種講演や研修会を実施し、安心安全な

教育環境を整備する。 

 

 

 

規程の整備・見直し 

 

 

 

 

 

 

情報管理の強化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

道徳教育や講演会の実施 

 

 

 

（1）制度改正などがあった場合は、職

員会議、ミマモルメ（メール）において

要旨を説明し教職員へ周知しました。 

【規程等の周知は容易ではないため、今

後も機会を見て規程・規則の説明をする

ことが重要である。】 

 

（2）法人管理課の指導を受け、校内ネ

ットワーク再構築の工事を行った。今後

は情報セキュリティの運用ルールを作成

し、管理体制を構築していく予定であ

る。 

【今後は全教員に対してメールアドレス

を配布とセキュリティの向上を目指して

法人本部管理課と検討を進めたい。また

物理的な面のみならず、システムエンジ

ニアの常駐を含め、安全管理を徹底でき

る体制を作ることが重要である。】 

 

（3）生徒指導部主導により、中1、高1

対象にＳＮＳ等の危険性に関する講演会

をオンラインで行った。また、教職員対

象に大阪府警察本部による講演会「中学

生・高校生が犯罪行為に巻き込まれない

ために教師が知っておくべきこと」およ

び顧問弁護士による「体罰について」の

研修会を行い、教職員の資質向上を図っ

た。 

【研修は継続的に実施することにより効

果が高まるので、同じテーマであっても

視点を変えて研修を行うことも必要であ

る。】

 


